
平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 06

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

111,963 822 0.7 4 2 3

福祉総務課長
保木本　健一

■ □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

（市）社会を明るくする運動補助金交付要綱 □ 特財の廃止（予定含） 111,756 676 0.6

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ ■ 111,479 1,042 0.9

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,494 2,472 65.1 3 3 3

防災防犯課長
山下　一美

■ □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

東久留米市防犯協会補助金交付要綱 □ 特財の廃止（予定含） 116,417 1,437 65.1

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 115,840 1,481 62.2

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,494 114 90.1 3 3 3

防災防犯課長
山下　一美

□ □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 116,417 115 90.1

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 115,840 106 90.6

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,494 3 65.1 3 3 3

防災防犯課長
山下　一美

□ □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 116,417 3 65.1

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 115,840 4 62.2

近隣市
状況

□ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

700

2,875

700 4,437

616 507

4,892

28年度以降
方向性

現状維持

5,137

評価：近年増加する、特殊詐欺の被害に市民が合わ
ないよう、防犯講演会を実施。また、防犯ボラン
ティアによる市内パトロール、青パト等を実施し、
防犯活動を行った。なお、平成２６年度の施策アン
ケートの結果が出ていないため、実績値について
は、記入をすることができなかった。

7,945

744

有効性

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

達成度

7,791

方向性：振り込め詐欺に代表されるような特殊詐欺
は、市の広報だけでは限界があり、駅前キャンペー
ン等防犯協会が行う草の根的な活動が必要であり、
今後も支援していく。

防 犯 講 演
会 へ の 参
加人数

東久留米市防犯協会補助金交付要綱
700 700 4,281 4,981

有効性 効率性 達成度

■ 該当

行政補完的(改正実施年度26年度)

手段
・

内容

・補助金の交付（申請・報
告）
・防犯協会の主な活動
（防犯対策の研究、防犯運動
の計画策定、防犯パトロー
ル、防犯予防の協力援助、青
少年の健全育成事業（野球大
会の実施）

評価：空き巣、振り込め詐欺やひったくり等、年々
増加傾向にあり、防犯対策に対する市民ニーズは高
まっている。警察、行政、防犯協会、市民との連携
を強化し、犯罪抑制に努める活動をした。なお、平
成２６年度の施策アンケートの結果が出ていないた
め、実績値については、記入をすることができな
かった。
 
700

前年度において

示した方向性
現状維持

06-02-03

防災防犯課
防災防犯係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民、団体、事業所

意図

安全で安心して生活できるま
ちづくりの推進と市民等の自
主的な地域安全活動を支援す
る。

手段
・

内容

防犯用立て看板、青色防犯パ
トロール、田無地区防犯連合
会少年野球大会への参加、歳
末特別警戒パトロール、防犯
グッズの貸与、広報紙での防
犯ＰＲ等

防犯に関する事務

要綱等

給付
事業

□ 該当

要綱等

補助
事業

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

東村山市小平市 清瀬市 西東京市 その他（　　　　　　　  ）

市民人口

2,899

市民人口

防 犯 に 気
を つ け て
生 活 し て
い る 市 民
の割合

清瀬市 西東京市 その他（　　　　　　　  ）

2,899

その他（　　　　　　　  ）

3,258

2,875

東久留米市安全・安心まちづくり推進計画

小平市 東村山市

指定管理

防 犯 協 会
の 活 動 、
事 業 へ の
参 加 者 数
（ 会 員 ・
市 民 ・ 事
業書等）

安全で安心して生活できるま
ちづくりの推進と市民等の自
主的な地域安全活動を支援す
る。

市 内 は 防
犯 上 、 安
全 で あ る
と 感 じ て
い る 市 民
の割合

06-02-04

防災防犯課
防災防犯係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民、団体、事業所

補助
事業

清瀬市 西東京市 その他（　　　　　　　  ）

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

「東久留米市安全・安心まち
づくり推進協議会」の主催に
より、自治会、自主防犯ボラ
ンティア及びわんわんパト
ロール隊員を集め防犯講演会
を実施した。

東久留米市安全・
安心まちづくり推
進協議会開催事業

給付
事業

□ 該当

小平市 東村山市

300

市民人口

協 議 会 の
開 催 及 び
開 催 事 業
数

市 内 は 防
犯 上 、 安
全 で あ る
と 感 じ て
い る 市 民
の割合

要綱等

616

東久留米市安全・安心まちづくり条例
東久留米市安全・安心まちづくり推進協議会規則

620 620 489 1,109

有効性 効率性 達成度

□ 該当

要綱等

意図

444

安全で安心して生活できるま
ちづくりの推進と市民等の自
主的な地域安全活動を支援す
る。

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

300

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

3,258 8,145

700 4,319 5,019

評価：近年市内での振り込め詐欺被害が、増加傾向
にある。平成23年中の被害額が最も多く、平成24年
中は一旦被害額の減少が見られたものの、再び平成
25年に増加し、平成26年度には被害額が１億円を超
えた。これら被害を少しでも減少させるため、関係
機関（金融機関を含む）を集め、振り込め詐欺緊急
対策会議を開催した。なお、平成２６年度の施策ア
ンケートの結果が出ていないため、実績値について
は、記入をすることができなかった。

方向性：安全・安心まちづくり推進協議会にて各種
団体の意見を聞き、防犯に対する市民意識の高揚を
促進する施策を展開していく。

4,887

1,123

方向性：犯罪を未然に防ぐには、被害者・加害者に
ならないための啓発が必要である。今後とも、関係
団体等と連携し、市の防犯体制を確立していきた
い。

5,070

効率性

防犯対策の充実

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

事業費
（実績額）

①
（千円）

基本事業番号・名 06-02

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

義務的

東村山市

手段
・

内容

清瀬市

行政補完的(改正実施年度２２年度)

住みやすさを感じるまち

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 生活の安全・安心の向上

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

対象

意図その他（補助金　　  ）

その他（　　　　　　　  ）

方向性：今後は市の負担軽減のため、他団体への応
援をお願いししていく。

前年度において

示した方向性

有効性 効率性 達成度

現状維持
28年度以降

方向性
現状維持

評価：市内の犯罪を予防し地域社会の安全及び住民
福祉の向上を図る目的で保護司(26名）を更生福祉
協力員へ委嘱している。市内の小中学校の生活主任
教諭との懇談会の実施。社会を明るくする運動市民
のつどい・音楽祭では、運動の趣旨の理解を深め、
音楽祭では、市内小・中学校の吹奏楽部、市民団体
の参加により、多くの方が更生保護への周知を図る
こともでき、大変好評である。1,849

1,035 2,035

891 1,944

822

事務事業
番号

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

1,053

1,027

根拠
法令
等 保護司法、(市)東久留米市更生福祉協力員設置要綱

1,000

関 連 行 事
に 参 加 で
き る と 思
わ れ る 概
ね5歳以上
の 市 民 の
数

関 連 行 事
（ 駅 頭 宣
伝 、 市 民
の つ ど
い ・ 音 楽
祭 、 ポ ス
タ ー 展 ）
参加者数

関 連 行 事
参 加 者 数
／ 関 連 行
事 に 参 加
で き る と
思 わ れ る
概ね5歳以
上 の 市 民
の数

犯罪や非行のない社会を願う
市民

市民への犯罪や非行のない社
会への周知。社会を明るくす
る運動の実施では、推進委員
会の開催、7月に駅頭宣伝活
動及び市民のつどい・音楽
祭、10月の市民文化祭でポス
ター、習字展

市民が犯罪の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解
を深める契機となる。

1,027

1,053

1,000

該当

06-02-01

自主的
福祉総務課
福祉政策係

更生福祉協力員支
援事業

小平市

給付
事業

西東京市

補助
事業

■

□ 該当

要綱等

要綱等

指定管理

政 策 的(改正実施年度22年度)

努力義務的

06-02-02

防災防犯課
防災防犯係

根拠
法令
等

自主的 義務的

対象 東久留米市防犯協会

努力義務的

意図

政 策 的(改正実施年度　　年度)

防犯協会支援事業
給付
事業

補助
事業

その他（　　　　　　　  ）

□ 該当

要綱等

指定管理

要綱等

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市



平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 06

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

防犯対策の充実

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

事業費
（実績額）

①
（千円）

基本事業番号・名 06-02

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

住みやすさを感じるまち

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 生活の安全・安心の向上

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

事務事業
番号

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

41 2 1,846 3 2 3

管理課長
小泉　勝巳

■ □ （ 団 体 ） （ 回 ） （ 灯 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 42 2 1,923

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 団 体 ） （ 回 ） （ 灯 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ ■ 46 2 2,356

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 団 体 ） （ 回 ） （ 灯 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

230,536 46 80　（37） 2 5 3

管理課長
小泉　勝巳

□ □ （ ｍ ） （ 灯 ） （ % ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 229,417 90 85　（77）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ ｍ ） （ 灯 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 228,598 81 85　（69）

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ ｍ ） （ 灯 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,494 2,182 2,182 4 2 3

管理課長
小泉　勝巳

□ □ （ 人 ） （ 灯 ） （ 灯 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 116,417 1,866 1,866

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 灯 ） （ 灯 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 115,840 1,939 1,939

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 灯 ） （ 灯 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

2,094 10 0 ― 1 ―

児童青少年課長
相川　浩一

□ □ （ 人 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 2,065 11 0

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 2,131 11 1

近隣市
状況

■ □ □ ■ □ （ 人 ） （ 件 ） （ 件 ）

方向性：維持管理的業務であるため、外部委託を
図っていく必要がある。また、防犯灯整備事業の
LED化の推進と共に、外部委託について調査・検討
する必要がある。

68,365 4,660 73,025

評価：市民からの通報により老朽化した防犯灯の修
繕（照明切れ）や電気料は増加傾向にあるが、夜間
に市民が安全安心して通行するために存続する必要
のある事務事業である。

評価：市道並びに一定規模以上※の私道利用者が安
全に通行するため、防犯灯の新設が必要であり、事
務事業としては、存続する必要がある。

※幅員3.6m以上、起点終点が公道に接しているも
の、又は起点終点が公道に接し延長20m以上利用戸
数5戸以上のもの

206

222

273

効率性 達成度

現状維持
28年度以降

方向性
現状維持

評価：市民ボランティアの活動による事業で、その
必要性から市は活動のバックアップに努めている。
かけこみハウスの協力世帯数が減少しないように努
める必要がある。そのため、協力をいただいている
世帯はもとより、市民ボランティアを中心に新たな
協力世帯の登録を進めることが肝要である。

補助
事業

□

□

対象

意図その他（　　　　　　　  ）

その他（　　　　　　　  ）

要綱等

要綱等

指定管理

2,272

2,435 2,955

2,013 2,219

2,050

06-02-08

自主的

該当

義務的 努力義務的

手段
・

内容

東村山市 清瀬市

行政補完的(改正実施年度　　年度)

根拠
法令
等 各中学校地区「かけこみハウス」設置要綱

該当

児童青少年課
児童青少年係

かけこみハウス事
業

小平市

給付
事業

実 施 委 員
会 等 会 議
開催件数

報告件数

地域社会

①各中学校地区実施委員会の
開催
②看板・ステッカーの作成配
布
③かけこみハウス実施委員会
会長連絡会の開催

児童・生徒が痴漢や不審者等
から危険を感じたときに一時
的に保護し、家庭や学校等に
連絡をとる「かけこみハウ
ス」協力家庭を推進する。

222

206

防犯灯等維持管理
事業

要綱等

79,759

273

補助
事業

政 策 的(改正実施年度　　年度)

西東京市

か け こ み
ハ ウ ス 協
力世帯数

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

68,365

該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

市民の通報等により、故障し
た防犯灯の修繕を行った。ま
た、その防犯灯の電気代の支
払いをおこなった。

方向性：市民ボランティアの減少により、市民ボラ
ンティアによる運営が難しい現状がある。子どもの
見守りの推進のために必要な事業であるが、運営の
方法などについて今後検討していく必要がある。

前年度において

示した方向性

有効性

給付
事業

□ 該当

要綱等

意図
夜間における事故や犯罪の要
因の一つとなる暗がりを減ら
す。

防 犯 灯 修
繕数

小平市 東村山市 清瀬市 西東京市 その他（　　　　　　　  ）

有効性 効率性 達成度

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

□

対象
市内道路を通行する人々及び
設置個所付近の市内居住者

市 民 人 口
（ 市 内 道
路 通 行 者
は 不 特 定
多 数 の た
め 数 値 化
困難）

79,759 4,786 84,545

防 犯 灯 修
繕数

87,175 4,705 91,880

06-02-07

管理課
道路・河川施設担
当

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

7,011 7,011 1,501 8,512

アウトソーシ
ング

財政健全経営計画実
行プラン個別項目
「防犯灯のLED化に
伴う維持管理」

東久留米市安全・安心まちづくり条例
東久留米市安全・安心まちづくり推進計画

87,175

06-02-05

管理課
道路・河川施設担
当

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

補助
事業

06-02-06

管理課
道路・河川施設担
当

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

小平市 東村山市 清瀬市 西東京市

西東京市

防犯灯等維持管理
支援事業

要綱等

防 犯 灯 新
設要望数

防 犯 灯 設
置 要 望 対
応率
（ 設 置
数）

財政健全経営計画実
行プラン個別項目
「防犯灯のLED化に
伴う維持管理」

東久留米市安全・安心まちづくり条例
東久留米市安全・安心まちづくり推進計画

5,985 5,985 1,541 7,526

有効性 効率性 達成度

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

市民からの防犯灯新設の要望
により現場を調査し、必要箇
所を業者に発注（新設の取り
まとめ）をおこなった。要綱等

8,724

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

防犯灯整備事業 □ 該当

要綱等

意図
夜間における事故や犯罪の要
因の一つとなる暗がりを減ら
す。

方向性：環境に配慮したＬＥＤなどの効率の良い器
具の設置を検討する必要がある。
また、道路照明設置を含めた事務的処理を外部委託
し、設置の可否については市が担う仕組みが必要で
ある。

8,724 1,541 10,265

給付
事業

アウトソーシ
ング

その他（　　　　　　　  ）

対象 市道と一定規模※以上の私道

市 道 と 一
定 規 模 以
上 の 私 道
（ 市 道 延
長 を 記
載）

給付
事業

□ 該当

要綱等

意図
所有している防犯灯等を適正
に管理してもらう。

方向性：.助成金や要綱の見直しについては、市が
実施し、時期的な受付業務を外部委託で行うことに
より、人件費を含めた経費の節減を図る必要があ
る。指定管理 その他（　補助金　）

6,308 6,308 474 6,782

小平市 東村山市 清瀬市

補 助 金 を
申 請 し て
き た 自 治
会 ・ 管 理
組合の数

補 助 金 請
求回数
(上・下半
期ごと）

補助
事業

財政健全経営計画実
行プラン個別項目
「防犯灯のLED化に
伴う維持管理」

行政補完的(改正実施年度26年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

自治会・管理組合所有の防犯
灯・装飾灯の維持管理費に対
する補助金交付事業。自治
会・管理組合及び装飾灯を所
有する団体に申請様式一式を
送付。申請期間中に申請を受
け、必要書類内容の審査等を
実施した。

評価：犯罪の防止を図る上でも重要な施設であり、
存続する必要はある

6,943 487 7,430

有効性 効率性 達成度

6,317 6,317 487 6,804

対象
防犯灯・装飾灯を所有管理し
ている自治会・管理組合

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

補 助 金 の
対 象 と な
る 防 犯 灯
の数

6,943

その他（　　　　　　　  ）

該当

東久留米市防犯灯等の維持管理費補助金
事務取扱要綱

■

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市


